
令和５年４月１８日 

報道関係各位 

金沢大学バイオマス・グリーンイノベーションセンター 

本格稼働！ 

このたび，金沢大学角間キャンパス内に昨秋竣工した「金沢大学バイオマス・グリー

ンイノベーションセンター（BGIC/ビージック）」が 4 月から本格稼働します。株式会社

ダイセル（大阪府／以下ダイセル）からの資金提供を受けて設置しました。 

この施設は，バイオマス（天然由来素材）による脱石油社会の実現，森林資源の活用への

転換，生産プロセス自体の革新など持続可能な循環型社会を実現するために設置した共創型

の研究開発拠点です。本格稼働を機に，異分野融合，異業種連携，産産学学官官連携など産

学官，業界の壁を越えた共創により，新たな価値の創造，研究成果のスピーディーな社会実装

を目指します。詳細は別紙をご参照ください。 

金沢大学のコメント 

金沢大学長 和田 隆志 

このバイオマス・グリーンイノベーションセンターは，金沢大学が掲げる「未来知」によ

る社会貢献や新たな産学連携の象徴的存在です。ここから，持続可能な循環型社会の構築

に向け，脱炭素をはじめとするグリーンイノベーションの推進にも貢献してまいります。 

ダイセルのコメント 

ダイセル 代表取締役社長 小河 義美 

当社が推進するバイオマスバリューチェーン構想を実践する拠点を開所できたことを嬉し

く思います。多様な連携を通して，セルロースを始めさまざまなバイオマスプロダクトツ

リーの研究を加速させ，循環型社会を具現化してまいります。

【本件照会先】

■施設について

バイオマス・グリーンイノベーションセンター事務室 田中

TEL：０７６－２０４－９５９５

■金沢大学に関するお問い合わせ

金沢大学広報戦略室 鍜治

TEL：０７６－２６４－５０２４

■ダイセルに関するお問い合わせ

株式会社ダイセル IR広報グループ 松根

TEL：０３－６７１１－８１２１

News Release 



金沢大学バイオマス・グリーンイノベーションセンター

これまでの歩み

2018年7月：金沢大学と総合化学品メーカー株式会社ダイセル（以下ダイセル）は包括連携協定を締結し、セルロース（植物由
来の繊維）の研究を開始。同年「次世代セルロース科学連携講座」を、2019年「先導科学共同研究講座」を設置。

2020年12月8日：金沢大学とダイセルは文部科学記者会にて「新産学共同研究所（仮称）」整備に関する覚書締結式を挙行。2021年
7月6日：金沢大学とダイセルが産学連携研究拠点施設の安全祈願祭を挙行。同年同月着工。2022年10月1日竣工。

理念：人の好奇心を形に、地球に自然の色彩を
バイオマス・グリーンイノベーションセンター（BGIC／ビージック）は、社会課題の解決と循環型社会の実現を目指して設立さ
れた共創研究施設です。共創研究は、志を共にする複数の大学や企業がオープンに参画し、業種や専門の壁を越えた自由な交流
と、それぞれの特色を活かした異分野融合による価値共創を目指しています。BGICは、豊富な森林資源を持つ日本ならではのバ
イオマス研究の最先端の拠点として、グローバルな人材育成とバイオマスバリューチェーンの実現を加速します。

建物概要
階数：地上7階建て
延床面積：約7,700㎡
規模：設置費用はダイセルから30億円の資金提供。民間資金を活用した産学連携での整備施設では国立大学で最大（2021年7月時点）
建物の特長：
外観は、隣接する既存建物のデザインを継承し、金沢城の石垣や金沢大学の前身校の一つである旧制第四高等学校校舎のレンガをモ

チーフとして、金属製のパンチングメタルを配してモザイクグリッドをデザインとした、伝統の継承と先進性を感じさせるデザインと
なっています。
また、地球にやさしい先端的サステナブルの構築や、自然との調和を図るため、ぺアガラス、LED照明、高効率機器、トップラン

ナー変圧器等の設備を配置しており，低炭素社会の実現を目指します。
建物内は、異分野融合による交流・研究を促進し、新しい価値の創出と、その社会の実装を迅速に進めるため、ニーズに合わせた

フレキシブルな研究環境となっています。さらには、フロア構成およびゾーニングによる段階的なセキュリティや、セキュリティゲー
ト（電気錠）を設置することにより、入居者・利用者の実験研究成果を保護しています。

Webサイト https://bgic.kanazawa-u.ac.jp/

※ダイセルの取り組みは別紙参照



株式会社ダイセル（以下ダイセル）は、人々に幸せを提供する価値ある製品を、ヒトや地球にやさしい方法で生産する技術を開発・発展させることで、持続
可能な社会の実現に貢献することを目指しています。
その中で、ダイセルが長年扱ってきたセルロースをはじめとする脱石油につながる天然由来資源の有効活用を通して、新バイオマスプロダクトツリーの
社会実装、バイオマスバリューチェーンの実現を目指しています。
ダイセルはこの実現に向けて、サプライチェーンを垂直方向・水平方向にかけあわせ多様な連携を行う “クロスバリューチェーン“を推進しています。

▲新バイオマスプロダクトツリーとは・・

▶バイオマスバリューチェーンとは・・

BGICは、本取り組みを実践する重要なオープンイノベーション拠点になります。
金沢大学とダイセルのみならず、異分野融合、異業種連携、産産学学官官連携など産学官、業界の壁を越えた共創を推進します。

バイオマスバリューチェーン新バイオマスプロダクトツ
リー

バイオマスの新しい変換プロセスのことで、
木材などの天然資源を再生可能な資源として活用するとともに、
これまでにない新たな機能性材料群を開発します。

新バイオマスプロダクトツリーの構築により得た技術を展開し、化学産業だけでなく、
幅広く一次産業・二次産業も連関し、地域社会と一体となった改革を行うことで、
生態系の利活用から排出物の循環まで、地域社会全体がバリューチェーンとして
再生するという概念です。

金沢大学 鍜治
テキストボックス
別紙
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